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③ 「第２回全国イノベーション調査」の調査対象期間が 2006-2008 年に対し、
多くの国々は 2002-2004 年の３年間です（但し、スイスでは 2003-2005 年、
オーストラリア、ニュージーランドでは 2004-2005 年）。なお、第 1 回目の







































































ト・イノベーションにおける日本の数値は 20.3%と 15 カ国中 14 位となっていま



















































































































































































































































































































ノベーション調査」では企業を小規模（従業者数 10 人以上 49 人以下）、中規模









模 48％ですが、母集団に属する企業の構成比は小規模 79％、中規模 17％、大規
模 4％です。そのため、イノベーションの実現割合を例にみると、単純集計では
48.1%だった数値が、構成比を合わせることで、本参考資料の国際比較で用いる
34.2%に減少することになります。 
 
